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一
般
社
団
法
人
島
田
青
年
会
議
所（
＝
島

田
Ｊ
Ｃ
、川
端
祥
太
郎
理
事
長
、会
員
34

人
）は
１
月
６
日
、“
２
０
１
８
年
度
新
年

会
”を
島
田
市
大
井
町
の
宮
美
殿
で
開
い

を
披
露
。
第
53
代
理
事
長
の
川
端
氏
が
あ

い
さ
つ
に
立
ち「
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
、自
ら

の
未
来
を
自
ら
が
選
択
し
自
分
の
道
を
歩

ん
で
き
た
。
そ
の
結
果
の
上
に
今
の
自
分

が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
」と
話
す
と
と
も
に
、「
Ｊ
Ｃ
運
動
が
地

域
に
認
知
さ
れ
つ
つ
あ
る
今
、地
域
に
必
要

な
組
織
へ
と
進
化
す
る
た
め
、今
ま
で
深
め

て
き
た
他
団
体
と
の
さ
ら
な
る
連
携
を
進

め
て
い
く
」と
強
調
し
た
。
今
年
１
年
間
の

活
動
方
針
に
も
触
れ
「
52
年
間
先
輩
方
が

つ
な
い
で
き
た
仲
間
と
の
絆
に
感
謝
し
、運

動
を
通
じ
て
得
た
か
け
が
え
の
な
い
仲
間

と
の
友
情
を
糧
に
行
動
し
続
け
よ
う
」と

呼
び
か
け
た
。

た
。
現
役
会
員
や
Ｏ
Ｂ
な
ど
約
60
人
が
集

ま
っ
た
。

　

会
場
で
は
２
０
１
８
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン

“「
選
択
・
行
動
」
～
や
ろ
う
ぜ
！
Ｊ
Ｃ
～
”

　

今
年
は
、染
谷
絹
代
島
田
市
長
と
鈴
木

敏
夫
川
根
本
町
長
に
加
え
て
、島
田
J
C
が

２
０
１
５
年
度
に
災
害
協
定
を
結
ん
だ
島

田
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
山
城
厚
生
会
長

と
川
根
本
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
小
澤
敦

夫
会
長
も
来
賓
と
し
て
催
し
に
参
加
し
た
。

島
田
青
年
会
議
所

今
年
は
選
択
し
、行
動
す
る
１
年
に
！

現
役
、Ｏ
Ｂ
が
２
０
１
８
年
度
新
年
会
に
集
う

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
静
岡
情
報
産
業
協
会
（
鈴

木
佐
太
郎
理
事
長
）は
２
月
13
日
、働
き
方

改
革
セ
ミ
ナ
ー
の
第
２
弾“
失
敗
し
な
い
Ｒ

Ｐ
Ａ
導
入
～
ロ
ボ
ッ
ト
を
前
提
に
、業
務
を

変
え
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
効
か
せ
る
～
”を
開

催
す
る
。
講
師
は
㈱
エ
ル
・
テ
ィ
ー
・
エ

ス
の
シ
ニ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、吉
野
貴
博

氏
。
会
場
は
静
岡
市
産
学
交
流
セ
ン
タ
ー

７
階
大
会
議
室
で
15
時
開
演
。
講
演
終

了
後
は
隣
の
ホ
テ
ル
シ
テ
ィ
オ
で
講
師
を

交
え
て
交
流
会
を
行
う
。
講
演
は
参
加
費

無
料
。
交
流
会
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
会
員
１
社
２
人
、

一
般
会
員
は
１
社
１
人
無
料
で
、そ
れ
以
上

参
加
の
場
合
は
１
人
３
０
０
０
円
。
定
員

は
50
人
。

　

Ｒ
Ｐ
Ａ（
R
o
b
o
t
i
c 

P
r
o
c
e
s
s 

A
u
t
o
m
a
t
i
o
n
）は
、人
が
Ｐ
Ｃ
上
で

行
っ
て
い
る
操
作
を
自
動
化
す
る
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
こ
と
で
、高
度
な
業
務
自

動
化
の
入
り
口
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る

技
術
。講
演
で
は
国
際
的
な
研
究
メ
ン
バ
ー

と
し
て
国
際
会
議
に
も
出
席
し
て
い
る
吉

野
氏
が
、効
果
を
出
す
た
め
に
必
要
な
業

務
改
革
の
ポ
イ
ン
ト
を
交
え
た
Ｒ
Ｐ
Ａ
導

入
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
解
説
す
る
。

●
問
い
合
せ
、０
５
４
・３
８
８
・９
２
８
８

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
静
岡
情
報
産
業
協
会

効
果
的
な
Ｒ
Ｐ
Ａ
導
入
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー

２
月
13
日
開
催
、受
講
生
募
集
中

今年度の所信を表明する川端理事長

　

一
般
社
団
法
人
静
岡
青
年
会
議
所
は
１

月
16
日
、２
０
１
８
年
度
新
年
例
会『
賀
詞

交
歓
会
』を
開
催
し
た
。

　

例
会
に
は
川
勝
平
太
静
岡
県
知
事
を

は
じ
め
、行
政
・
団
体
、青
年
会
議
所
の
関

係
者
ら
約
４
０
０
人
が
参
加
。
栗
山
勝
訓

理
事
長
の
所
信
表
明
や
役
員
紹
介
な
ど
の

ほ
か
、本
年
度
の
事
業
方
針
を
発
表
し
た
。

栗
山
理
事
長
は
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
合
言

葉
に
、組
織
の
根
幹
を
見
直
す
と
と
も
に
、

会
員
活
動
や
ま
ち
づ
く
り
運
動
を
手
が
け

て
い
き
た
い
と
表
明
。
①
時
代
に
即
し
た

ス
マ
ー
ト
な
未
来
志
向
型
の
組
織
へ
の
変

革
②
戦
略
的
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
基
づ
く

目
に
見
え
る
価
値
の
創
造
③
会
員
の
相
互

交
流
の
先
に
生
ま
れ
る
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
創
出
④
地
域
経
済
の
発

展
に
尽
力
す
る
真
の
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
育

成
⑤
イ
ン
フ
ラ
を
通
じ
て
発
展
し
て
き
た

文
化
創
造
を
基
軸
と
し
た
持
続
可
能
な

経
済
活
力
の
向
上
⑥
感
謝
と
敬
意
の
精

神
に
裏
打
ち
さ
れ
た
強
く
逞
し
く
未
来
を

切
り
拓
く
こ
と
が
で
き
る
人
材
の
育
成
─

と
い
う
六
つ
の
基
本
方
針
を
紹
介
。
あ
わ

せ
て
、２
０
１
８
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

『
胸
の
中
の
火
種
を
変
革
の
炎
に　

誰
も

が
明
る
い
夢
を
想
い
描
け
る
ま
ち
静
岡
へ 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
せ
』に
し
た

こ
と
を
発
表
し
た
。

静
岡
青
年
会
議
所

２
０
１
８
年
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

栗
山
勝
訓
理
事
長
が
所
信
表
明

栗山勝訓理事長


